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2月2 3日

題材名「社会の中の問題を考えよう~救急車は有料化にすべきか~」

題材について

(1)【場面設定】:「時事的な社会事象について,他者との差異や葛藤を生じる問題」を扱う内容

「社会」学習指導案
(金) 3陪A室 10

生死にかかわる人の命を救うための「救急車」のみんなが納得する使い方について考えてみよう。

①球女急車をタクシー代わりに使っている」現状に向き合って考える。

2013年の消防由井によると,即j3イfの救急搬送車は半数近くが軽症患者だったという報告がある。

実際救急車を要諸する人の中には,バスや磁屯が動いてない夜闇に農力で病院に行くのは少し難しい,

でもタクシーを呼ぶお金はもったいない,夜制診療している病院が近くにないかを調べるのも時問がか

かる。そこで自分の N顎新の基準」で,救急Ⅲを呼んでいるケースがだんだん増えている。突陽村女急

隊員への取材においても,討時冏勤務体制で臨んでいる中で,一Πの救急水の要誌件数の1/10は,

上記に1耶織Lた自分の畔都折の基準J での救急J五の要需であり,救急1球員の方の1川折は,救急取を呼ぶ

べき程の病状ではないとのことであった。しかL罰則規定が無いために救急隊員がたとえ幌侮と半體折し

ても病院に搬送する能務があり,「他の本当に緊急を要tる患者のもとへ一刻も早くかけつけることへ

の妨げにもなっている」との回答であった。皆で苦えたいことは,文京区民22万人に対Lて,緊急事

態の要請に対応できる救急車の台数はた0たの4台である。約5,5万人に対Lて1台しか救急車は用意

されていない。交通事故・脳梗塞・心鯵H熨塞といった兪にかかわる病気で真に堅急を要寸る患者の要論

で出動するはずの救急車を自分の「判断の基可幻でタクシー代わりに使った「軽症患者の場合」は,使

用料をとるべきだという「救急風Ⅸ羽斗化論争・」が新聞でも取り上げられていることを肴えたい。

②多様な「判断の基準」から様々な立場の人が幸せになれるような「判断の基準」に高める。

世の中には様々な立場による様々な「判断の基池」 q販値観)が存在寸る。その「判断の基難」綿i値

徹D のぶつかり合いの中で,妥当1生のある社会認市女をふ主えた,市民として必要な「判断の基準」を生

み出していくことを大事にしていきたい。様々な立場の人が幸せになれるような「判断の基百釦とはと

のようなものなのか,政治的主体としての市民として必要な門割折の澄挙佳」を苦えたい。

3 学習指導計画(7時間目/全8時間)

0時:校舎内にある消防施設について調べ'恬帳交換し,他にもないか探しその意味についてぢぇる。

1時:もし,お茶小が火事になった場合について,消W邦茶員になったつもりで,消防計画を立てる。

21侍:1削坊計画を紹介し合い,実際はどこの消防署■、ら何台来て,どこに配置されるのかをぢぇる。

3時;22 万人対して4台しかない救急車の使い方について,真剣にぢえ,話し合う。

4~61侍:闇題に対する現状を調べ,様々な資料や声を集めたり,個薪董者へのインタビューや荏而真イ

ンタビュー等,収集した資判を基にした話し合いを通して, N捌析の基準」と正対し再構築Lて'いく。

7時,本時:論点を絞り根拠を基に問題に対する話し合いを通して,問題の「争点」について哲える。

8時:多くの「判折の基準」と正対させ,内分の考えをまとめさせ「1割折の基準」を広げ深め高めさ

、せ、る。

4 本時について本時のねらいと予想される本時の展開

00~10 40 話し合い 10

授業者佐藤

55~11:45

孔美

0本時の課題を砺器する。【救念即は有料化にすべきか1
0恨拠(資料・)を基に白分の灣えを述べたり,友だちの苛えに対L
て質棚Lたり,反対愆見を述べたりしながら話し合いを進める。
★有料化すべき:重い忠者さんのみに使川できることは,助かる命
が増える可能'1生がある。毎年2兆円もの予算を投じている税金の
改筈が計れる。
★有料化すべきでない:有料化によ0て重い患者さんが,救急1Σを
呼・ぶことをためらうかもしれない。金を払ったのだからと,今ま

予想される子どもの姿

10今口の話し合いから,重要視Lた「判断の基準」を基に,自分の茸えを、古く
でよりもも0 とひどい人力U曽えるかもしれな、

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

ような「半Ⅲ折の基都りに商めるための,

多様な「判断の基準U から,様々な立場の人が幸せになれる

歓員の役割は速切]だったか。

多様な
様々な

うな川川折の基難」をぢぇさせて
いく。

r判断の基準」の中から
乞」易の人が幸せになれるよ
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